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病児保育マニュアル全面改訂の狙い

一般社団法人 全国病児保育協議会 副会長　　大  川  洋  二
　平成３年全国病児保育協議会発足以来、病児保育事業
は長足の発展を遂げております。病児の理想的な保育環
境を整えるためにこの事業に参加し、また参加の希望を
持っている多くの方がいらっしゃいます。しかし保育と
医療の２つの側面をもつ病児保育の分野にはまだ整わな
ければならない未整理の分野も多く、その溝を埋めるべ
く保育看護の確立が必要となります。高い専門性と事業
に関する信頼性、安全性を担保する行為は当事者間での
努力と負担のみでは維持できず、事業の遂行には公的負
担を得なければなりません。すなわち病児保育事業を理
解し、開設し遂行するために、法的環境、病児保育事業
への理解、確実な運営方法、保育看護の知識や経験の習
得が必要となります。この諸問題の解決の一助として協
議会では平成９年に帆足英一らにより病児保育マニュア
ルが発行されました。その後、病児保育を取り巻く環境
の変化及び保育学や医学の進展に合わせて何回か改訂さ
れ、平成21年には新病児保育マニュアルとして全面改
訂、次いで平成24年に一部追加改訂が行われ現在のマ
ニュアルが出来ています。
　ここにきて病児保育事業には大きな変化が生まれま
した。協議会認定の病児保育専門士制度です。この専
門士を育成する研修会の標準的な教科書として病児保
育マニュアルは位置づけられたのです。ところが病児
保育の環境の変化や保育看護の発展により一部に伝え
すべき情報に質的、量的な変化が生じてきました。そ
の為に今回全面的なマニュアル改定が企画されまし
た。平成24年７月に帆足顧問より提案され、25年に
私が編集を任されました。

 ◎ 今回の改訂のポイント
　マニュアルには病児保育に関するすべての情報が網羅
されている膨大なものです。しかしその内容には大きく
２つに分けられます。一つは病児保育開設までの手続き、
法的理解、および運営に関する情報です。もう一つは保
育看護に関する情報となります。今までのマニュアルは
施設には必携、さらにスタッフにもご自身のマニュアル
としてお持ちいただく考えでした。今回はマニュアルを
分冊化し施設必携の１部とスタッフ必携の２部に分ける
ことにしました。そしてスタッフ必携の２部には、小児
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医学、保育看護、セーフティ
マネージメントの分野を網羅
し今年の東京で行われる病児
保育研究大会にて頒布を開始します。

 ◎ 第２部の内容構成
　まず最初の章は病児保育に携わるスタッフが知って
おかなければならない医学的な解説です。この項目は
今回の改定で新たに設けました。研修プログラムの小
児医学、感染症の項が含まれます。小児の生理的、身
体的発達を解説し、代表的な病気の話を記載していま
す。子どもの症状から何を読み取るのか、また確定し
ている病気であれば何に注意して保育すべきかについ
て解説しています。また発達障害や食物アレルギーに
関してもわかり易く記載する予定です。救急蘇生につ
いても現状に合わせて改訂しています。病児の疾患の
大部分を占める感染症に関しては従来の病児保育感染
症ガイドラインを基礎にいくつかの感染症、最新のワ
クチン情報を加筆しています。
　保育看護、病児保育での保育は研修委員会が執筆し
ました。従来のマニュアルと基礎研修テキストを基礎
に新たに執筆していただきました。保育看護について
は帆足暁子先生、保育に関しては島村先生、藤巻先生
らが従来の項目を網羅して全く新しい切り口で詳細に
解説されています。病児保育での保健管理につては佐
藤先生が看護師の目をとおして病児を観察するノウハ
ウをわかり易く説明されています。また与薬について
は木下先生が新たに担当です。
　セーフティマネージメントの項目は調査研究インシ
デント管理委員会が担当され従来の考えを一変させる
新たな視点から構成されています。事故の特性と事故
防止、ヒトがおこなう以上免れないニューマンエラー、
リスクマネージメントのプロセス、協議会導入の管理
システム（mims）について概説しています。
　この第２部を病児保育に携わるすべてのスタッフ
が常に座右の教科書として活用されるようにお願い
します。
　病児保育の概念、病児保育事業解説、運営及び資料
を掲載した第１部も続けて発刊する予定です。
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【７月20日（日）】

＊各講座の開催時間は、決定次第、本協議会HPに
てお知らせいたします。

特別講演／これから求められる我が国の小児保健、
小児医療

＜講   師＞五十嵐 隆先生（日本小児科学会 会長 国
立成育医療センター総長）

公開講座１／『タイトル未定（交渉中）』 厚生労働省（予定）
行政説明／厚生労働省

教育講演１／乳幼児突然死症候群
＜講   師＞中村 徳子先生（託児ママ マミーサービ

ス、NPO法人 乳幼児の救急法を学ぶ会、
日本保育園保育協議会事故防止・安全
対策委員会委員）

基調講演／帆足 英一（全国病児保育協議会顧問、
世田谷子どもクリニック院長）

会頭講演／会頭：稲見  誠 （全国病児保育協議会会長 
いなみ小児科院長 病児保育室ハグルーム）

研修委員会／基礎研修（保育・看護・保育看護）・ステッ
プアップ研修　

第24回 全国病児保育研究大会in東京の開催

【委員会企画】感染症セミナー／よくわかる感染免疫
＜講   師＞矢田 純一先生
             （東京医科歯科大学名誉教授）
ランチョンセミナー、一般演題による研究発表

【７月21日（月・祝日）】

＊各講座の開催時間は、決定次第、本協議会HPに

てお知らせいたします。

公開講座２／『タイトル未定』
＜講   師＞海堂　尊先生（医師・作家）
教育講演２／病児保育で注意する食物アレルギーとア

ナフィラキシーのポイント

　　　　　～その時、適切な対応ができるように～

＜講   師＞今井 孝成先生
　　　　　（昭和大学医学部 小児科学講座 講師）

教育講演３／『タイトル未定（保育について）』
＜講   師＞汐見 稔幸先生（白梅学園大学 学長）

本協議会各委員会のセミナー
　調査研究・インシデント管理委員会、資格認定委
員会、保育園プロジェクト、院内保育プロジェクト
ランチョンセミナー、一般演題による研究発表

ＷＳ１

保育士・看護師のための心と体のリハビリ
テーション
橋本圭司（国立育成医療センター リハビリ
テーション科医長／発達評価センター長）

ＷＳ２ 明日から実践！病児保育室で活かせるわ
らべうた♪　　　　　　　　　　　　  ＊

ＷＳ３ お絵かきってこんな楽しみ方がある　  ＊

ＷＳ４ 病児保育を子育てステーションとして考
えてみよう　　　　　　　　　　　　  ＊

ＷＳ５ 発達障がいを持つ子どもとの関わり

ＷＳ６ ― 優しい看護 豊かな保育 ― 家族の中の子
どもたち 病児保育室から伝えられること＊

ワークショップ

注）表内の＊印は、保育看護実践者がリーダーになりワークショッ
プを開催します。

ＷＳ７
笑顔で築く信頼関係 ～クリニクラウン流
コミュニケーションのすすめ～
塚原成幸（日本クリニクラウン協会 芸術監督）

ＷＳ８ 「子どもとお薬」について語ろう　　　＊

ＷＳ９ それぞれの立場でどう考える…保育看
護ってなぁ～に？　　　　　　　　　  ＊

ワークショップ

注）表内の＊印は、保育看護実践者がリーダーになりワークショッ
プを開催します。

詳細は、第 24回全国病児保育研究大会ホームページを参照ください。

http://web.apollon.nta.co.jp/hoiku2014/ 

　来る平成 26年７月 20日（日）・21日（月・祝日）に、東京都品川区のきゅりあん（品川区立総合区民会館）
を会場とし、第 24回 全国病児保育研究大会 in 東京を開催いたします。
　会頭は、本協議会会長の稲見 誠（いなみ小児科 病児保育室ハグルーム）が、また、実行委員長は同副会
長の大川洋二（大川こども＆内科クリニック OCFC病児保育室うさぎのママ）が務め、『安心・安全な病児
保育 ～信頼される専門性を求めて～』をテーマに、病児保育の理論と実践の融合を図り、専門性の高い保育
看護の実践が展開されるようにさまざまなプログラムを編成しました。皆さまの参加をお待ちしています。
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　平成 26年度の病児保育専門士の資格認定講習会は、下記の通り予定しております。
　詳細が次第、各施設へお知らせいたします。

平成26年度 病児保育専門士資格認定講習会（予定）

口頭試問／平成27年２月
資格授与／平成27年 全国研究大会（熊本）

ならざき小児科 病児保育室 ぞうさんの家

赤ちゃん おんぶして『ハイポーズ』
昭和のお母ちゃんみたいでしょ ?!ままごとだーいすき♡

　昨年の全国大会で開催いたしました「広報の部屋」
の『face byoujihoiku』にお寄せいただきました写
真を、順次掲載してまいります !
　どの写真も、病児保育室の日常を感じられて、すば
らしいものばかりでした。

　病児保育室「ひまわりは」小児科医院併設施設として平成 23年 11 月に開設いたしました。部屋数は全部
で 5室あり各室ウイルス予防の空気清浄機を設置し、陰圧にも注意をはらっています。トイレも疾患別に使用
して頂き、下痢のお子さんのためにシャワー室を設けてあります。毎朝、医師の診察の後、部屋割りをしでき
るだけお互いの感染を防ぐよう心がけています。急な容態の変化にはすぐに対応できるよう各部屋を常時看護
師が見回り各部屋の保育士、医師との連携を密にとっています。疾患によってはお一人一部屋という時も多々
あります。八戸市ほとんどの施設が八戸市民 1500 円、市民外は 2200 円の利用料で行っています。当施設は
今年度は 1400 人くらいの利用者がありそのうち八戸市民以外の方は 170 人くらいになりますが市民外の方
は補助の対象にはならず経営的には大変なところもありますが、職員一同子供達が心穏やかに病気の時も過ご
すことができるよう、また保護者の方々にも安心してお仕事をしていただけるよう日々頑張っています。

加盟施設紹介加盟施設紹介
施 設 名 医療法人 滝沢小児科内科医院　病児保育室「ひまわり」
所 在 地 青森県八戸市根城5－2－16

記入者名 滝沢恵美

開 設 日 平成23年11月

定　  員 9人

スタッフ 保育士5名　　看護師1名

加盟施設紹介

講習会／平成26年９月・10月（東京）
レポート締め切り／平成27年１月

73gou.indd   5 2014/03/17   12:03:57



2014年（平成26年）４月１日（6）第73号 一般社団法人 全国病児保育協議会ニュース

施設名：「くまちゃん病児保育室」
　　　　　　　　　　　　　　（くまい医院内）
定　員：４名

突撃！保育室の
お昼ごはん

　くまい医院くまちゃん病児保育室では、管
理栄養士の指導の下、急性期食・回復期食・
普通食・消化器疾患食・口腔ケア食・アレル
ギー食等、病状に合わせたメニューパターン
を幾つか用意しています。
　毎日、利用児の年齢・病状・好みに合わせ
保育士が調理を行いますので、野菜が嫌いな
子には、小さく切ったり柔らかく煮込んだり、
時には除いたりして個々に対応しています。
　また食欲のない子には、「うどんとご飯どっ
ちが好き？」「プリンとゼリーどっちだった
ら食べられそうかな？」等、できる限り家庭
に近い安心できる環境で、楽しく食べること
を大切にし、病状回復の栄養補給が行えるよ
うにサポートしています。
　食事の品数は多くはありませんが、見た目
に可愛く食欲が増すように温かい手作り給食
に心がけているせいか、お迎えのお母さんへ
の第一声が「給食おいしかったよ～♪」と言っ
てもらえることが、ちょっと自慢です！

今回の献立は
こちら

急性期食メニュー
野菜と豆腐のあんかけうどん

かぼちゃの煮物
ミニゼリー

『突撃！保育室のお昼ごはん』では保育室の昼食を
ご紹介します。昼食のみならず、人気メニューや昼
食に関すること、取り組んでいることなどのたくさ
んの情報をお待ちしております！次号掲載の締め切
りは９月 30日です。宛先は、広報担当 岸本まで。

　今号では、最新の医学・保育の知見を盛り込んだ病児保育
マニュアルの改訂作業の経過報告、日々の保育実践、新しい
情報を含んだ夏の研究大会のお知らせを掲載しました。保育・
教育の社会ステムが変わる第一歩がこの4月に踏み出され
ます。その中では、病児保育のさらなる進展と質の保証が切
望されています。このニュースが保育の質保証のための情報
交換の一助になるよう、ご投稿、ご意見を受け付けておりま
す。よろしくお願いします。　　　　 （広報委員長  宮﨑）

協議会ニュースに関するお問い合わせ先

一般社団法人 全国病児保育協議会 広報委員会
担当：宮　﨑　　 豊

〒194－8610 東京都町田市玉川学園 6－1－1
玉川大学 教育学部 宮﨑研究室
FAX.042－739－8030

E-mail：miyayuta@edu．tamagawa.ac.jp

回復期食メニュー
ふりかけごはん

ほうれん草とウインナーのオムレツ
豆腐と野菜のお味噌汁

バナナ

☆ＮＡＮＤＥＭＯベストショット☆大募集！
　研究大会恒例『広報の部屋』ベストショット第２弾を開催いたします。
　施設ご自慢の遊びのスポット、手作りおもちゃ、お昼ご飯、子どもたちの笑顔
など、見れば元気になる楽しい写真を送ってください。展示した写真を見ながら
広報の部屋が交流の場になればと思います。送っていただいた施設の中から抽選
で図書券をプレゼント！次号ニュースで詳しくご案内します。お楽しみに！

お問い合わせ先 病児保育室 こひつじ（岸本）　TEL 06－6730－5828
　 みるく病児保育室（永野）　TEL 096－351－8825

広報の部屋
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